
V F区の遺構と遺物
第46図 F区全体図(I)
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第47図 F区全体図(2)

入‘,

ノ

8D33 

調査区外

BE33 BE34 

BF34 BF35 

BG33 

5m 

_ 51 -



第48図 F区全体図（ 3)
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第49図 F区全体図(4)
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第50図 F区全体図（ 5)
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F区から発見された遺構は、古墳時代末～奈良•平

安時代の竪穴住居跡19陣「、古墳時代末～奈良・平安時

代～中世にかかる掘立柱建物跡89棟・柵列跡12列・土

壊543基•井戸跡244井・溝跡137条・性格不明遺構 2

基・荼毘跡5基・墓壊傭t骨器） 1基・ピット多数で

ある。

住居跡は奈良時代に掘削された第26号溝跡以南に

展開する。第26号溝跡は「L」字形に屈曲し、 BD45・

46グリッドには地山を掘り残したブリッジが設けられ

ている。 F区北側に位置するE区には、第26号溝跡か

ら続く溝跡は検出されていない。集落は第26号溝跡が

屈曲する項点側に形成されている。第26号溝跡以北は

緩やかに傾斜し、集落を囲まずに、北辺を区画する溝

跡と捉えられる。またF区北西端の方形に巡る第59号

溝（C区第125号溝）に囲まれた範囲には、第59号溝跡

と平行する様に配置された住居群がみられる。しかし、

これらの住居跡は、規模・質・時期的には他の住居跡

との差異は認められない。第59号溝跡北側にも同方向

の住居跡が所在し、豪族居館跡等にみられる区画溝と

は性格が異なる。

掘立柱建物跡は古代～中世にかけて建立されてい

る。古墳時代の掘立柱建物跡は、柱掘形が古代のもの

に比べて小さい。古代の掘立柱建物跡は桁行3間x梁

行2間の側柱建物跡と 2間X2間の総柱建物跡が主体

になっている。 4面に庇を有する第13号掘立柱建物跡

と2面に庇を有する第45号掘立柱建物跡は、他の掘立

柱建物跡と比べて、格段に規模が大きい。両者は軸方

位が異なり、軸方位を同じくする掘立柱建物跡群の中

心的な建物と位置づけられる。中世の掘立柱建物跡は

柱筋や柱間に統一性が欠ける。柱掘形の規模も古代の

ものに比べると段違いに小さいものである。

柵列跡は2列を除いて、平行する 2列の柵列跡が1

セットになっている。柱掘形は掘立柱建物跡に比べて

格段に小さい。軸方位は古代の掘立柱建物跡と同じく
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第51図 F区全体図(6)
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第52図 F区全体図(7)
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第53図 F区全体図(8)
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第54図 F区全体図(9)
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第55図 F区全体図(10)
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第56図 F区全体図(II) 
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第57図 F区全体図(12)
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第58図 F区全体図(13)
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第59図 F区全体図(14)
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第60図 F区全体図(15)
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第61図 F区全体図(16)
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第62図 F区全体図(17)
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第63図 F区全体図(18)
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第64図 F区全体図(19)
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第65図 F区全体図(20)
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第66図 F区全体図(21)
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し、掘立柱建物跡の展開と大いに関連している。

土壊は543基を数え、調査区全域に分布している。な

かでも住居跡や掘立柱建物跡の周囲に集中する傾向が

窺え、生活を営むにあたり、必要不可欠な遺構であっ

たこと力想定される。

井戸跡は古代から中世にわたり、調査区全域に分布

している。河川を眼前に臨みながらも244井を数える。

住居跡や掘立柱建物跡の周囲に集中する傾向が窺え、

また地下水位が高く、比較的容易に湧水点に達するこ

とから、居住地に接した位置で 「水」 を得るために井

戸を揺削し続けた結果と推定される。

溝跡は古代・中世に大きく 2時期に分類される。古

代の溝跡として集落北辺を区画する第26号溝跡が代

表的で、これにほぼ並行する溝跡は古代の溝跡と推測

される。これらの溝跡は集落内部を画する性格が想定

される。中世の溝跡にはA・B・C・D・G・H区で

検出されている同様の区画溝がある。第47号溝跡は

A・B・C・D・G・H区とほぼ同間隔の位置に走っ

ている。第11・16• 17号溝跡は、A・B・C・D・G・

H区中世区画溝•第47号溝跡とは走行方位が異なるが、

榎土の堆積状況が酷似し、また東に弧を描く自然堤防

に対して直交するように走っていることから同様の区

8154 

゜
5m 

B155 

画溝として位置づけられる。さらに自然堤防の斜面部

を画す溝跡も C区から続いている。

ピットは調査区全域にわたって、多数検出されてい

る。このうち、大多数のピットは用途・性格が不明で、

時期を確定し得る遺物も出土していない。なかには柱

痕や柱抜取痕を明瞭に残すものも認められる。多くは

配置の規則性や組み合わせを把握することはできな

かったが、なかには掘立柱建物跡と認定できたものも

あり、相当数の建物跡の存在が想定される。

荼毘跡は自然堤防の斜面部を画す溝跡より北側に所

在している。群は形成されず、方向性や配置に規則性

は認められない。中世の集落力哨難忍されていないため

確かなことはいえないが、可住地が限られる自然堤防

上の集落の在り方から、集落縁辺部に展開しているこ

とが推測される。

遺物は住居跡、掘立柱建物跡、土壊、井戸跡、溝跡

などの遺構から土師器、須恵器を中心に、土製品、砥

石、紡錘車、ガラス玉などが出土している。須恵器は

南比企産のものが主体で、末野産がこれに次いでいる

が、湖西産・群馬産・新治産も含まれている。また鉄

製品が多く、農工具の鎌・斧．刀子や錠・火打金・鉄

鏃も認められる。
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第67図 F区全体図(22)
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第68図 F区全体図(23)
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1.住居跡
第1号住居跡（第69• 68図）

BF58・59グリッドに位置し、重複する第3号掘立柱

建物跡よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.06mX東西幅

第69図 F区第 1号住居跡・出土遺物
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4.00m X深さ0.16m、主軸方位N-19.5°-Eを測る。

中央部には貼床が施され、覆土の堆積状況は自然堆積

と思われる。

カマドは北壁中央に設置され、燃焼部・煙道部がピッ
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第 1号住居跡

1 黒褐色土焼土粒(2~8mm)少忌・帯状

2 にぶ(I黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)少贔

3 灰黄褐色土貼り床黄褐色土粒(2~8mm)多嚢

C 

冒 ／ 7` 冒／｀ ゜
2m 

こ ロ

□ 
こ
〇 10cm 

F区第 1号住居跡出土遺物観察表（第69図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 坑 (12. 2) 3 0 WR  B 橙 60 油芯の痕跡灯明皿への転用

2 杯 12.3 3.3 B B 橙 70 No. l 

3 坪 (11. 7) (3 3) BR B 橙 30 

4 甕 WB片 B 灰 末野産 外面自然釉付着
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第70図 F区第 2号住居跡
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第 2号住居跡
1 黒褐色土焼土粒・炭化物粒・黄褐

色土粒(2~5mm)少量
2 ⑮ I黄褐色土 黄褐色土粒(2~8mm)多登

カマド
a 黒褐色土焼土7渭ック(2~10mm)帯状

に多臣黄褐色土粒(3mm)

少屈灰・炭化物粒若干

8' C C' 

//////／//／／／／／／／／／／／／／／／／／／／口／／／／／／` 7／□ 冒
゜

2m 

トによって攪乱されている。袖部は地山が掘り残され

ている。柱穴・貯蔵穴．壁溝は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、士師器甕・杯

片が出土している。

第2号住居跡 （第70• 71 • 67図）

BF57グリッドに位置し、第 1号溝跡、第 1号井戸

跡、第26号土壊と重複する。

平面形態は方形で、規模は主軸長4.60mX東西幅

4.13m X深さ0.22m、主軸方位N-55°-Wを測る。覆

土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置され、煙道部先端が第 1号

溝跡に壊されている。袖部はにぶい黄褐色土によって

造り付けられている。壁溝は北壁カマド西側～西壁～

南壁～東壁に巡り、東壁で一端途切れる。幅0.12~

0.22m、深さ0.27~0.35mほどである。貯蔵穴・柱穴

は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第3号住居跡 （第72• 68図）

BH58 • 59グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は主軸長2.65mX東西幅

3.21m X深さ0.21m、主軸方位N-17°-Eを測る。覆

土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置されている。燃焼部が住居

外方に張り出し、多量の焼土ブロックカi出されてい

る。壁溝は北壁カマド西側～西壁～南壁南東コーナー

に巡り、幅0.11~0.17m、深さ0.03~0.05mほどであ

る。柱穴・貯蔵穴は検出されていない。
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第71図 F区第 2号住居跡出土遺物
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F区第 2号住居跡出土遺物観察表（第71図）

番号 器 種 ロ径 益nn 古四 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 杯 (1 3. 1) (3.2) WB  B 灰 5 末野産

2 況： (10. 7) (3. 1) BR B 橙 20 油芯

3 況； (1 4. 2) (3.3) WR  B 橙 15 内外面赤彩

4 埒； (14.1) (3.0) WR  B にぶい黄橙

5 盤 (16.8) (3.6) BR B 橙 10 カマド

6 盤 (1 7. 8) (3.0) BR B 黄褐 10 カマド

゜
盤 (19.0) (1.2) B B にぶい黄褐 5 

8 小型甕 00.6) (11.1) WB  C にぶい橙 40 No. 4 ， 小型壺 (11.9) (5.9) WR  B 橙 5 

10 小型壺 (11. 6) (5.2) BR B 橙 10 

11 甕 (24.9) (15 0) WB  B 橙 20 カマド

12 甕 (23.1) (4 9) WBR B にぶい橙 5 No. 7 

13 甕 (23.1) (4 1) WB  B にぶい黄褐 5 No. l 

14 甕 WBR C 灰黄

15 甕 WB  A 灰 外面自然釉付着

16 甕 WB  A 灰白 カマド

F区第 3号住居跡出土遺物観察表（第72図）

番号 器 種 ロ径 益＂口古回 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸皿 (18.0) (2.2) W針 B 灰 5 南比企産

2 杯 (2.6) (8.0) WB  C にぶい賀褐 30 末野産底部周辺ヘラ外面黒褐色

3 杯 (1 1) (6.9) WB針 B 灰 30 南比企産底部周辺ヘラ

4 高台椀 (1 2) (6.0) WB  B 灰 末野産

5 甕 (21.2) (6 4) WBR B 橙 10 

6 甕 WB  B 灰 自然釉付着
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第72図 F区第 3号住居跡・出土遺物
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第3号住居跡

1 黒褐色土焼土粒・炭化物粒(2~5mm)若干
2 黒褐色土 黄褐色土粒(3~20mm)多塁
3 黒褐色土 黄褐色土粒(5mm)多塁
カマド

a 黒褐色土焼上Toック(5~20mm)多最灰少数
b 暗褐色土 黄褐色土粒(5~10mm)少屋

冒 ローヘ口＿＿/
5
 

゜
2m 

゜
10cm 

第73図 F区第 4号住居跡出土遺物
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第74図 F区第 4号住居跡
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第4号住居跡

1暗褐色土黄褐色土粒(3mm)少塁 焼土粒
(5~8mm)若干

2 tぶい黄褐色土 貼り床 黄褐色土粒(2mm)多忌
柱穴

3 暗褐色土黄褐色土粒(3~5mm)多塁
4 褐 色 土黄褐色土多盈
5黒褐色土黄褐色土粒 ・炭化物粒(1~3mm)若干
6 暗褐色土黄褐色土7頂ック(5~20mm)帯状
7 黒褐色土粘土質黄褐色土粒(5~8mm)若干
カマド

a暗褐色上焼土7‘nック(5~30mm)・灰多盪
b 暗褐色土焼土7"nック(5~30mm)・黄褐色土

粒(3mm)多堡

゜
2m 

F区第 4号住居跡出土遺物観察表 （第73図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 況； (17. 9) (2.0) WB針 B 灰 5 南比企産

2 芸m (18.0) (2.6) WB針 B 灰 5 南比企産

3 坑 (11. 9) (3.0) WB針 B 灰 5 南比企産

4 均； (1. 9) (6.8) WB針 B 灰臼 10 南比企産底部周辺ヘラ

5 杯 (1. 2) (7 9) WB針 B 灰白 10 南比企産底部周辺ヘラ

6 杯 12.6 3.6 7 4 WB針 B 灰 99 南比企産底部周辺ヘラ油芯

7 杯 (1 2. 0) (3.4) BR B 橙 30 

8 杯 (11. 8) (2.5) BR B 橙 10 ， 杯 (13.0) (2.6) B B 橙 10 

10 況； (13.0) (2.2) WR B 橙 10 

遺物は図示したほかに、須恵器甕•土不片、土師器甕・ 杯片が出土している。
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第75図 F区第 5 • 6 • 7号住居跡
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第 5,6, 7号住居跡

第5号住居跡

1 暗褐色土黄褐色土粒 ・炭化物粒(2~5mm)若干
_B: 2 黒褐色土黄褐色土粒(3~10mm)多忌

3 暗褐色土黄褐色土多旦
4 灰黄褐色土焼土粒(3~5mm)少且黄褐色土

粒(3~8mm)・灰多臣

5 灰黄褐色土 黄褐色土 炭化物粒(2mm)・灰少屈
6 灰黄褐色土焼土粒(8~30mm) 灰少旦
第5号住居跡カマド

a 黒褐色土 焼土7中0ック(5~30mm)・炭化物・灰多量
—: b 褐 灰色土焼土粒・黄褐色土粒・炭化物粒

(2~5mm)少旦灰
c 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)・焼土粒

(5~20mm)多嚢灰若干

第6号住居跡

7 黒褐色土 黄褐色土粒(2mm)・焼土
粒(2~5mm)若干

E. 8 黒褐色土黄褐色土粒(2~8mm)多塁

第7号住居跡

9 黒褐色土黄褐色土粒(2~8mm)多秘
10暗 褐色土黄褐色土粒(2~8mm)多已

゜
2m 

第4号住居跡（第73• 7 4 • 67 • 68図）

BG58グリッドに位置し、重複する第 1号土壊より

も古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.47mX東西幅

5.12m X深さ 0 .22 m、主軸方位N-7 .5'—E を測る 。

覆土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置されている。燃焼部が住居

外方に張り出し、覆土には多量の灰が含まれている。

4本の柱穴は各コーナー付近に位置し、柱痕の有無や

柱掘形の充填状況等については把握できなかった。壁

溝は西壁南半～南壁に沿って巡り、幅0.17~0.23m、

深さ0.28~0.30mほどである。カマドに対面する南壁

中央部で途切れ、入口部が想定されるが、関わる施設

は確認されていない。貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。
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第76図 F区第 5 • 6 • 7号住居跡出土遺物
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F区第 5 • 6 • 7号住居跡出土遺物観察表（第76図）

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸『m (18 5) (2. l) W針 B 灰 5 南比企産

2 芸皿 (18 4) (2.0) WB針 B 灰 5 南比企産

3 芸，＂＇ (21 1) (2 4) WB  B 灰臼 15 カマド南比企産

4 均； (13 0) 3.5 (6.5) WB針 B 灰 45 南比企産底部全面ヘラ

5 況； (12. 9) 3 6 (7 2) WB  B 灰 25 カマド南比企産底部周辺ヘラ

6 況： (13 0) 3.8 7 8 W針 B 灰 40 南比企産底部周辺ヘラ

7 況； 12.7 3.6 8 0 WB針 B 灰白 60 南比企産底部周辺ヘラ

8 況； (12.8) 3 4 (7.4) WB針 B 灰白 45 No. 2 南比企産底部周辺ヘラ下半分赤色化， 均； (14 0) 3 7 (8 6) W針 B 灰白 40 No. 5 南比企産底部周辺ヘラ

10 坑 (12 0) (2.6) W針 B 灰 5 南比企産

11 況； (2 8) (6.4) 針 B 灰 20 No.13南比企産底部全面ヘラケズリ時粘土付着

12 況； (2.2) (8.2) WB針 B 灰 25 南比企産底部全面ヘラ

13 況； (1 0) 7 1 W針 B 灰 30 南比企産底部全面ヘラ

14 況； (1 0) 6.9 W針 B 灰白 30 No.11南比企産底部全面ヘラ

15 長頸壺 (4 3) WB A 灰白 湖西産？

16 況； (10 9) (2 6) BR B 橙 5 

17 況； (11 8) (2.6) B B 橙 5 

18 況； (12 9) (3 2) BR B 橙 15 

19 昇； (12.8) (2.6) WBR B 橙 5 

20 甕 (21.8) (11 8) WB A 灰 5 No. l 末野産

第 5 • 6 • 7号住居跡 （第75• 76 • 68図）

重複する 3軒の住居跡で、新旧関係は第7号住居跡

→第 6号住居跡→第 5号住居跡の順に新しい。

BH59・60グリッドに位置し、重複する第 1号掘立柱建
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第77図 F区第 8 • 9 • I 0号住居跡
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第8-9 -10号住居跡
第8号住居跡

1 暗褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)少塁 焼土粒(3~8mm)若干
2 黒褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)多醤
第8号住居跡柱穴

3黒褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)少蓋
4 黒褐色土 黄褐色土7渭ック(5~20mm)・焼土粒(2~5mm)少禁
5 黒褐色土 黄褐色土7‘0ック(5~30mm)多爵
6 褐灰色土 黄褐色土粒(5mm)多醤
7褐灰色土黄褐色土

第9号住居跡
8 暗褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)・炭化物粒(1mm)少堡

9 黒褐色土黄褐色土粒(2~5mm)多忌
第8号住居跡カマド
a 黒褐色土焼土粒・炭化物少堡

b 暗褐色土黄褐色土粒多塁

第10号住居跡
10黒褐色土黄褐色土粒(2mm)少盤焼土粒(2mm)若干
第9号住居跡カマド

c黒褐色土焼土粒(5~10mm)少塁黄褐色士粒
d黒褐色土 黄褐色土粒多量 焼土粒(5mm)少忌

第78図 F区第 8 • 9 • I 0号住居跡出土遺物
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F区第 8 • 9 • I 0号住居跡出土遺物観察表（第78図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸呵 (20.0) (1. 6) w B 賀灰 5 群馬産

2 芸皿 (20 0) (1.2) w B 灰白 5 群馬産

3 均； (13.0) (3 1) WB B 灰 5 末野産

4 長頸壺 8.2 (14.5) WB A 灰白 20 No. l 金井産（胎土分析32)

5 均； 10.4 2 9 WB B 橙 75 

6 況； (11.8) (2.8) WR B 橙 10 

7 杯 (13.0) (3.0) BR B 橙 10 

8 均； (11. 9) (2 8) R A 橙 15 ， 況； (13.1) (3 5) B B 橙 25 タール状の付着物

10 埒： (13.0) (3.1) BR B 橙 10 

11 椀 (14. 2) (4.5) R B 黒褐 20 

12 埒； (12. 9) (3.0) B C にぶい赤褐 10 

13 椀 (17. 9) 3.6 WR B 橙 60 

14 盤 (18. 9) (3.3) BR B にぶい黄褐 40 

15 盤 (20.3) (2 6) w B にぶい黄褐 10 内面黒色処理

16 盤 (20.1) (3.0) w B にぶい橙 10 

17 盤 (20.3) (2. 7) WBR B にぶい黄褐 10 

18 甕 (20.8) (4.8) B B 賀褐 5 
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物跡よりも古い。

第5号住居跡の平面形態は長方形で、規模は主軸長

3.80m X南北幅4.74mX深さ0.15m、主軸方位N-

90°-Eを測る。覆土の堆積状況は自然堆積と思われ

る。カマドは東壁中央南よりに設置されているが、煙

道部は調査区外にある。袖部は検出されず、燃焼部は

不明確である。壁溝は北壁～西壁～南壁に巡り、幅

0.10~0.22m、深さ0.21mほどである。柱穴・貯蔵穴

は検出されていない。遺物は図示したほかに、須恵器

甕・蓋．杯片、土師器甕・杯片が出土している。

第6号住居跡の平面形態も長方形で、規模は南北幅

4. 76m X深さ 0.10m、主軸方位N-90°—E を測る 。 第

5号住居跡カマド前面に位置する焼土・炭化物・灰が

堆積する土壊状の落ち込みが第6号住居跡のカマド残

欠で、構造などについては明確ではない。柱穴・壁溝・

貯蔵穴は検出されていない。

第7号住居跡の平面形態も長方形で、規模は主軸長

4.85m X南北幅5.50mX深さ0.08m、主軸方位N-

90°-Eを測る。柱穴はPl・P2・P3で、 P4は第

6号住居跡カマドによって壊されている。壁溝は西壁

中央～南西コーナーに巡り、幅0.10~0.14m、深さ

0.13mほどである。カマド・貯蔵穴は検出されていな

い。遺物は図示したほかに、土師器甕片が出土してい

る。

第8• 9 • 10号住居跡（第77• 78 • 67図）

重複する 3軒の住居跡で、新旧関係は第10号住居跡

→第9号住居跡→第8号住居跡の順に新しい。BF57・

58、BG57・58グリッドに位置し、重複する第5号掘立

柱建物跡、第2• 17号土壊、第1号溝跡よりも古い。

第8号住居跡の平面形態は方形で、規模は主軸長

4.42m X東西幅4.95m X深さ0.18m、主軸方位N-

23°-wを測る。柱穴は4本で、柱は抜き取られている。

カマドは北壁中央東よりに設置されているが、構造に

ついては不明である。壁溝は北壁～西壁～東壁に巡り、

幅0.13~0.35m、深さ0.30~0.38mほどである。貯蔵

穴は検出されていない。遺物は図示したほかに、 須恵

器甕・土不片、土師器甕．杯片が出上している。

第9号住居跡の平面形態は長方形で、規模は主軸長

4.63m X東西幅5.20mX深さ0.14m、主軸方位N-

23°-Wを測る。カマドは北壁中央東よりに設置されて

いるが、構造は不明である。壁溝はほぽ全周するもの

と思われ、幅0.12~0.22m、深さ0.24mほどである。

柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

第10号住居跡の平面形態は方形で、規模は南北長

5.60m X東西長6.00mX深さ0.14m、南北軸方位N-

23°-Wを測る。カマド・柱穴・壁溝 ・貯蔵穴は検出さ

れていない。

第11号住居跡（第79• 67図）

BG57 • 58グリッドに位置する。第17号土壊と重複

し、第13号住居跡、第27• 28号土壊よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.08mX東西幅

4.56m X深さ0.16m、主軸方位N-8°-Eを測る。覆

土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置され、燃焼部が住居外方に

張り出す形態である。壁溝は北壁カマド西側～西壁～

南壁中央付近に巡り、幅0.10~0.17m、深さ0.20~

0.22mほどである。柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、土師器甕・杯

片が出土している。

第12号住居跡（第80• 67図）

BG57、BH57グリッドに位置し、 重複する第13・14

号住居跡より新しく、 第35号土壊よりも古い。第15号

住居跡との新1日関係は不明である。

平面形態は方形で、規模は南北長3.70m X東西長

3.91m X深さ0.09m、南北軸方位N-13.5°-Eを測

る。覆土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマド・柱穴・貯蔵穴は検出されていない。壁溝は

北壁北東コーナー～東壁～南壁中央付近に巡り、幅

0.12~0.23m、深さ0.27~0.28mほどである。中央部

には長径1.60mX短径1.30mX深さ0.09m程の住居

跡に伴う土壊がある。

遺物は図示したほかに、須恵器甕•土不片、土師器甕·

杯片が出土している。
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第79図 F区第11号住居跡 ・出土遺物
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F区第11号住居跡出土遺物観察表（第79図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 均； (12. 9) (2 4) B針 B 灰白 5 カマド南比企産

2 均； (12. 0) 2 7 BR B 橙 75 油煙の付着

3 均： 12.1 3 1 BR B 橙 50 カマド

4 均： (11.0) (3 3) BR B 橙 30 カマド

5 埒： (13. 0) (2. 7) BR B 橙 40 カマド

6 杯 (13. 8) (3 3) B B 橙 5 

7 杯 (14. 0) (3. 7) BR B 橙 20 カマド

- 83 -



第80図 F区第12号住居跡・出土遺物
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第12号住居跡
1 黒褐色土焼土粒・黄褐色土粒多塁炭化物微昼
2 暗褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少数
3 黒褐色土 黄褐色土粒極多呈焼土粒微堡
4 暗褐色土 黄褐色土粒極多員炭化物微晨
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第13号住居跡（第81• 67図）

BG57グリッドに位置し、重複する第11・12・14号住

居跡、第29• 30 • 35 • 37号土壊よりも古い。

遺構の残存状態はきわめて悪く、確認時には既に床

面が露出し、壁溝と掘形か調査できた。平面形態は長

方形で、壁溝は南西コーナーで途切れるものの、全周

するものと思われる。幅0.11~0.23m、深さ0.13mほ

どである。住居跡の規模は南北長4.92mX東西長3.97
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F区第12号住居跡出土遺物観察表（第80図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸而 (14. 0) (0.9) 針 灰 南比企産

2 杯 11.8 3.6 5.8 WBR針 C 橙 90 No. l 南比企産底部周辺ヘラタール状の付着物

3 杯 (2.2) (5.8) W針 B 灰 15 南比企産底部糸切離し

4 杯 (2.0) (6.0) W針 B 灰白 10 南比企産底部糸切離し

5 杯 (3.0) (6. 3) w針 B 青灰 10 南比企産底部糸切離し

6 椀 (16.0) (5.0) WB針 B 灰 10 南比企産

7 杯 (2.1) (8.0) B針 B 灰 南比企産底部糸切離し

8 杯 (11.8) 3.6 7 1 R B にぶい橙 70 ， 杯 12 2 3 4 BR B 橙 70 

10 甕 (18.0) (4 6) BR B 橙 5 

11 甕 20.1 (6 6) BR B 橙 15 No. 4 

第81図 F区第13号住居跡 ・出土遺物
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第13号住居跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒極多数
2 褐色土掘形黄褐色土粒極多昼

゜
2m 

F区第13号住居跡出土遺物観察表（第81図）

□ 1 杯

日径 I器高 1 底径 1 胎土 1 焼成 1 色

(0.8) I (8.2) IW針 A 灰

調 I残存率 備 考

5 I南比企産底部内面擦痕転用硯か？

m、南北軸方位N-26°—E を測る。カマド・柱穴・貯

蔵穴は検出されていない。掘形は住居周辺部を溝状に

掘り窪めたタイプである。

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、土師器甕・杯

片が出土している。

第14号住居跡（第82• 67図）

BG57、BH57グリッドに位置し、重複する第13号住

居跡よりも新しく 、第12• 15号住居跡、第6号掘立柱
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第82図 F区第14号住居跡
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第14号住居跡
1 暗褐色土 黄褐色土粒多忌
2 褐色土黄褐色土・暗褐色土粒多塁

カマド

a 暗褐色土 焼土粒(3~5mm)多数 黄褐色土粒少数
b 黒褐色土 黄褐色土粒多屋

建物跡・第36号上壊よりも古い。

平面形態は方形である。規模は主軸長5.63mX南北

輻5.92mX深さ0.05m、主軸方位N-78.5°-Wを測

る。

カマドは西壁中央南よりに設置されているが、第3

号溝跡に攪乱され、掘形の一部が検出されたのみで、

燃焼部・袖部等の構造は把握できなかった。壁溝は西

壁～南壁～東壁の一部に巡り、幅0.15~0.32m、深さ

0.16~0.18mほどである。柱穴・貯蔵穴は発見されて

いない。

遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土している。

第15号住居跡（第83• 67図）

BG57グリッドに位置し、第12・14号住居跡、第24・

31 • 32 • 35 • 36号土壊と重複する。新旧関係は、第14
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第83図 F区第15号住居跡
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第15号住居跡

l褐色士 SJ14 • 15覆士 黄褐色土 ・暗褐色土粒多忌
2 褐色土壁溝黄褐色土近似
カマド

a 暗褐色土 焼土粒(2~10mm)・黄褐色土粒多益 カマド残欠 ゜
2m 

号住居跡よりも新しく、第24号土壊よりも古い。

平面形態は方形である。規模は主軸長5.00mX東西

輻4.73m X深さ0.05m、主軸方位N-6.5°-Eを測

る。

カマドは北壁中央東よりに設置されているが、構造

等は明確ではない。柱穴は2本検出されているが、柱
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第84図

＼
 

SK24 

F区第16号住居跡・出土遺物 いる。

第16号住居跡（第84• 67図）

BG57グリッドに位置し、重複する第24号土壊、第2

号溝跡よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長2.46mX東西幅

2.98m、主軸方位N-8.5°-Eを測る。遺構確認段階

には既に床面まで削平され、掘形へ人為的に埋め戻さ

れた貼床状の土層の堆積が認められた。

カマドは北壁中央に残欠力哨節忍されているが、構造

は把握できなかった。柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出され

A 16.00 A
 

冑言／／／／／／／／／／／／ 言言
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第16号住居跡
1黒褐色土掘形埋土貼り床黄褐色土粒多益焼土粒・炭化物粒少歪
2 黒褐色土 黄褐色土粒多塁焼土粒(3~10mm)少棗カマト`残欠
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ご 二言言：）
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痕の有無や柱掘形充填状況は把握できなかった。壁溝

は北東コーナー付近および北壁カマド西側～西壁～南

壁に巡り、幅0.10~0.21m、深さ0.12~0.13mほどで

ある。貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示し得ないが、土師器甕•土和片が出土して

ていない。

遺物は図示したほかに、須恵器蓋•土不片、土師器甕・

杯片が出土している。

第17• 18 • 25号住居跡（第85• 86 • 87 • 67図）

重複する 3軒の1甘吾跡で、 BE56、BF56グリッドに

位置する。新旧関係は、第17号1打吾跡が最も新しく、

第25号住居跡が最も古い。また第1号溝跡は第17号住

居跡よりも古い。

第17号住居跡の平面形態は長方形で、規模は主軸長

3.07m X東西幅(5.lO)mX深さ0.30m、主軸方位N

-3.5°-Wを測る。覆土には多鼠の炭化材と炭化物・焼

土か検出され、焼失住居と考えられる。カマドは北壁

中央に設置されているが、構造は把握されていない。

柱主穴・壁溝は確認されていない。北東コーナ一部に土

壊状の掘り込みがみられるが、底面の凹凸が激しく、

貯蔵穴かどうかの判断はできなかった。

第18号住居跡の平面形態も長方形で、規模は主軸長

3.23m X東西幅5.17mX深さ0.20m、主軸方位N-

3.5°-Eを測る。カマドは北壁中央東よりに設置され

ているが、構造は明確ではない。壁溝は北壁北西コー

ナー～西壁～南壁～東壁に巡り、幅0.15~0.49m、深

さ0.24~0.26mほどである。柱穴・貯蔵穴は検出され

ていない。

第25号住居跡の平面形態も長方形で、規模は主軸長

F区第16号住居跡出土遺物観察表（第84図）

番:Ì  |ご:)I[]:I□I悶：土 竺B
B

色

灰

灰白

調 残存率

ロ□三虚産底部周辺ヘラ底部内面i鱈転用硯備 考
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第85図 F区第17• 18 • 25号住居跡
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第17• 18 • 25号住居跡
第17号住居跡
1 黒褐色土焼土粒 ・黄褐色土粒少塁炭化物粒多旦

2 赤黒色土焼土粒 ・黄褐色土粒少塁
3 赤黒色土黄褐色土粒少旦

4 褐灰色土焼士粒少量黄褐色土粒多量
第17号住居跡カマド

a 黒褐色土黄褐色土粒多忌

第18号住居跡

5 黒褐色土
6 赤黒色土
7黒色土
8 黒褐色土

黄褐色土粒少員

黄褐色土粒少旦

焼土粒多益 焼土7̀0ック少量
黄褐色土粒多盈

第18号住居跡カマ ド
b 黒褐色土焼土粒少嚢
c 黒褐色土焼土粒少旦炭化物7さ 0ック(10mm大）

第25号住居跡
9 黒褐色 土黄褐色土粒多量
10赤黒色土黄褐色土粒多益
11赤灰色土黄褐色土粒少量
12赤灰色土黄褐色土粒多且
第25号住居跡カマド
d 赤灰色土焼土7，，〇ック多量

e 暗赤灰色土焼土粒多旦

゜
2m 

- 89 -



第86図 F区第17• 18 • 25号住居跡炭化材出土状況
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F区第17• 18 • 25号住居跡出土遺物観察表（第87図）

番号 器 種 日径 益＂＂古I可 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸皿 (20.0) (2.2) w針 B 灰 5 南比企産

2 況； (12. 7) 3.9 (6 4) B針 B 灰白 70 No.19南比企産底部手切離し
3 杯 12 1 3.6 5.6 B針 B 灰白 80 No.27 • 28南比企産底部手切離し
4 況； 11. 9 4.0 6.8 B針 B 灰 95 No. 6南比企産底部手切離し

5 況； (11 9) 4.1 (5.3) W針 B 灰 50 南比企産底部手切離し

6 杯 (2.9) (8.0) W針 B 灰 25 南比企産

7 短頸壺 12.8 (10. 7) WB B 灰 30 No. 2 • 4南比企産？ 自然釉付着
8 坪 (10. 9) (2.0) BR B 橙 10 ， 況： (11.1) (2.1) WB B 橙 10 

10 況； 11.6 3.6 WB B 橙 90 No.20 

11 況： (10.6) (3.0) BR B 橙 30 No.18 • 19 
12 杯 11.9 3.1 B B 橙 75 No.21 

13 況； (12.0) 3.1 B B にぶい橙 40 No.15 

14 杯 (12.0) 2.8 BR B にぶい黄褐 30 No.26 

15 杯 (1 2. 3) 3.3 B B 橙 70 No.14 

16 況； (12.0) (3.1) B B にぶい橙 15 油芯

17 杯 12.2 3.3 B B にぶい橙 85 

18 杯 02.5) 3.2 BR B 橙 50 No.16 

19 杯 (12.8) (2. 7) B B 橙 15 No.18 

20 杯 (13.0) (3 1) WB B 橙 30 No.12 • 14 
21 杯 03.4) 4.3 WB B 橙 60 No.17 

22 甕 (20.6) (8.8) BR B 橙 20 No. l • 7 
23 刀子 長さ13.3X幅15X厚さ0.3X重さ210 g 

2.55m X輻3.36mX深さ0.15m、主軸方位N-3.5°

-Eを測る。カマドは北壁中央に設置され、燃焼部が

深く掘り込まれ、多量の焼土が堆積している。袖部は

検出されていない。壁溝はほぼ全周し、輻0.20~0.37
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第87図 F区第17• 18 • 25号住居跡出土遺物
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m、深さ0.21~0.28mほどである。柱穴・貯蔵穴は確

認されていない。

出土遺物のなかで、「寺」の文字が墨書された須恵器

杯は注目される。図示したほかに、第17号住居跡では

須恵器甕．杯片、土師器甕・杯片、第17• 18号住居跡

一括遺物として須恵器杯片、土師器甕・高杯・i不片、

羽日片、鉄滓が出土している。

第19号住居跡（第88• 67図）

BF56、BG56グリッドに位置し、重複する第4号溝

より新しい。

平面形態は方形で、規模は南北長3.82mX東西長

4.32m、南北軸方位N-7°-Wを測る。遺構確認段階

には既に床面直上付近まで削平されており、埋没状況

は明確ではない。

北壁中央付近の壁溝が途切れている箇所には黒色土

の堆積力肴忍められ、カマドの可能性もあるが、焼土・

炭化物等は検出されてない。壁溝は北壁中央および東

壁の一部で途切れるほかは全周し、幅0.17~0.29m、

深さ0.13mほどである。柱穴は検出されていない。南

東コーナー付近には、長径1.10m、短径0.64m、深さ

0.13mの住居跡に伴う不整形の土壊があるが、貯蔵穴

とは異なるようである。

遺物は図示し得ないが、須恵器杯片、土師器甕•土不

片が出土している。

第20•21•23号住居跡（第89 • 90 • 91 • 67図）

BG56、BH56グリッドに位置する 3軒の住居跡であ

る。第20号住居跡は重複する第21・23号住居跡よりも

新しいが、第21号住居跡と第23号住居跡との新旧関係
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第88図 F区第19号住居跡
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第19号住居跡
1暗褐色土焼土粒・炭化物粒少忌
2 黄橙色土黒褐色土粒・黒褐色土7，，〇ック(10mm)少昼
3 黒褐色土焼土粒少量
4 暗オリ-T褐色土 黄褐色土粒少忌

は不明である。また第7• 8号掘立柱建物跡、第25号

土峨よりも古いものの、第38• 43号土壊との新旧関係

は不明である。

第20号住居跡の平面形態は方形である。規模は主軸

長5.06mX東西幅5.16mX深さ0.08m、主軸方位N

-10°—E を測る。カマドは北壁中央東よりに燃焼部の

残欠のみが確認され、構造の把握には至っていない。

柱穴は4本検出され、柱は抜き取られている。柱掘形

には黒褐色土が充填されている。壁溝は全周し、幅

0.14~0.28m、深さ0.16mほどである。貯蔵穴は北東

コーナーに付設され、長径0.83m、短径0.66m、深さ

0.13mの楕円形である。遺物は図示したほかに、須恵

器杯片、土師器甕・杯片が出土している。

第21号住居跡の平面形態は長方形で、遺構確認段階

には既に床面が露呈している。規模は南北長3.34m、

南北軸方位N-3°—E を測る。壁溝は北壁から東壁北

東コーナー付近に巡り、幅0.10~0.22m、深さ0.08m

ほどである。カマド・柱穴・貯蔵穴は検出されていな

い。遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土してい

る。

第23号住居跡の平面形態は方形で、遺構確認段階に

は既に床面が露呈している。規模は東西長4.30m、南

北軸方位N-10°-Eを測る。西壁延長部には第25号土

壊に攪乱された焼土層が検出され、第23号住居跡のカ

マドと考えられる。カマドとすると燃焼部の残欠のみ

ヵ検出され、構造は不明である。壁溝南西コーナー～南

F区第20号住居跡出土遺物観察表（第90図）

番号 1 器 種 I 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 1 焼成 1 色 調 1残存率 備 考

1

2

 

杯

杯

(12.3) I 3.6 I 6.5 IWB針 A 灰
(11.5)1 (2.3)1 IBR I B 橙

40 !No 1南比企産底部全面ヘラ底部内面擦痕転用硯

10 

F区第23号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番：I器:種|]ら1::I悶::I底怪1悶：か土 I焼tI：色 調［［［率1::［：：］； 備

考
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第89図 F区第20• 21 • 23号住居跡
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第20• 21 • 23号住居跡
第20号住居跡
1 黒褐色土焼土粒・炭化物粒少且
2 暗褐色土黄褐色土粒・炭化物粒少

第20号住居跡柱穴
3 暗褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少旦
4 黒褐色土 黄褐色土粒・炭化物・焼土少忌

5黒褐色土黄褐色土粒多旦焼土粒少呈
6 黒褐色土黄褐色土粒多忌炭化物粒・焼土粒少塁

第20号住居跡貯蔵穴
7 黒褐色土 黄褐色士粒・炭化物粒少忌
8 黒褐色土黄褐色土粒極多嚢

第20号住居跡カマド
a 暗褐色土焼土Tnック(10mm大）・炭化物粒少塁焼土粒・

黄褐色士粒多呈

b 黒褐色土黄褐色土粒極多蓋

c 黒褐色土 黄褐色士粒極・焼土粒多塁
d 暗褐色土 黄褐色土粒極・焼土粒多且炭化物粒少益

第90図 F区第20号住居跡出土遺物
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第91図 F区第23号住居跡出土遺物
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第21号住居跡

9黒褐色土黄褐色土粒極多塁

第23号住居跡
10 暗褐色土黄褐色士粒多数

第23号住居跡カマド
e 黒褐色土 焼土TOック・焼土粒少品
f黒褐色土焼土7̀0ック多塁炭化物粒少
g極暗褐色土 黄褐色土粒多呈焼土粒少量

゜
10cm 

第92図 F区第22号住居跡・出土遺物
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 第22号住居跡

1 黒褐色土遺構状態悪い
貯蔵穴

2 黒褐色土 炭化物・黄褐色土粒少塁
3 暗褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒微量
カマド

a 黒色土力？ド燃焼部焼土粒少忌

゜
2m 

゜
10cm 
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F区第22号住居跡出土遺物観察表（第92図）

番1号1器甕種 1 i::I径 1(::) I :1: Iw:: I 焼成 Iに竺い黄： I残:率|No.l 

備 考

第93図 F区第24号住居跡 ・出土遺物
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第24号住居跡
1褐色土黄褐色土粒・焼上粒少塁

2 暗褐色土 カマト` 燃焼部 焼土粒多忌

_B  3 暗褐色士 カマド掘形 焼土粒・黄褐色土粒少塁

冒／／二言口／／／／／／／／／／／／／／／／／三言
F区第24号住居跡出土遺物観察表（第93図）

番号 1 器 種 1 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 I 焼成 I 色 調 I残存率

゜
2m 

備 考

長頸壺 I (ll.0) | (1.1) 針 B I灰 5 I南比企産 自然釉付着

壁～南東コーナーに巡り、幅0.09~0.20m、深さ0.03

mほどである。柱穴・貯蔵穴は検出されていない。遺

物は図示したほかに、土師器甕・杯片が出土してい

る。

第22号住居跡（第92• 67図）

BH55・56グリッドに位置し、第7• 8号掘立柱建物

跡より古く、第56• 490号土壊と重複する。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.74mX東西幅

6.48m、主軸方位N-9 °—E を測る。遺構確認段階で

既に床面が露呈し、埋没状況は明確ではない。

カマドは北壁中央に設置されている。燃焼部が住居

外方に張り出し、天井部は検出されていない。壁溝は

北東コーナー部を除き全周し、 幅0.14~0.24m、深さ

0.09~0.12mほどである。柱穴は検出されていない。

貯蔵穴は北東コーナーに付設され、規模が長径0.63

mX短径0.47mX深さ0.30mの平面長方形である。カ

マド対面の南壁中央壁際に、長径0.37mX短径0.34

mX深さ0.42mのピット状の施設も検出されている。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片が出土して

いる。

第24号住居跡（第93• 67図）

BH56・57グリッドに位置し、重複する第14号土壊

第3号溝跡よりも古い。

平面形態は方形で、規模は主軸長4.14mX東西幅
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第94図 F区第26° 住方・ 居跡
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Z 褐灰色土 黄褐色土粒少益
カマド

a 黒褐色土焼土粒多益 黄褐色土粒少且
b 暗褐色土 黄褐色土粒極多旦
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第27号住居跡

1 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土7頂ック斑点状
2 黒褐色土黄褐色土粒少盈
3 黒褐色土 黄褐色土7ゞ0ック多量
4 黒褐色土掘形貼り床炭化物 ・焼土粒少旦

黄褐色土7*0ック多
ピット覆土

5 黒褐色土焼土Tnック・炭化物多量
6 黒 色 土炭化物多猛黄褐色土粒少蓋
7 褐 色 土黄褐色土TOック多
カマド

a tぶ¥I赤褐色土天井部粘土焼土化原位置を留めている
a'は焼土7中0ック主体 炭化物少量 a" 
はより暗色土多旦 焼土10,り少塁

b 暗褐色土器設部焼土Toック少旦炭化物多量
c 黒褐色土カマド内炭化物主体焼土粒少員
d 暗赤褐色土 カマド内 黒色土主体焼土7中nック ・黄褐

色土TOック少塁
e 暗褐色土掘形埋土黄褐色土主体炭化物少忌

c
 

C' 
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F区第27号住居跡出土遺物観察表（第95図）

：種 1([1:)I竺::I:f: I:：五 I：：成［：色1

2

 

調 I残存率 備 考

25 I No. l • 2 南比企産

30 I No. 4 • 5 南比企産 底部周辺ヘラ底部内面擦痕

第96図 F区第28号住居跡・出土遺物
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第28号住居跡
1灰 黄褐色土黄褐色土主体焼土粒少旦

2 黒褐色土黄褐色土霜降状に混入

3黒褐色 土 黒色土主体 混入物は殆ど含まない
カマド

a 灰 黄褐色土黄褐色土主体焼土粒微撰

b tぶい赤褐色土 焼土・炭化物主体 b'黄褐色土多塁

c 黒褐色土 黒色土主体炭化物・焼土7中防ク少旦

d 註記なし

二
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F区第28号住居跡出土遺物観察表（第96図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸r (2.1) (7. 7) WB針 A 灰 10 南比企産

2 去皿~ ~ (15.9) (1. 7) WB針 A 灰 5 南比企産

3 杯 (11.8) (2. 7) BR B 橙 5 

4 甕 10.2 4.4 BR B 橙 20 

4.10m、主軸方位N-4'-Eを測る。遺構確認段階に

は、床面の一部が残存するのみであった。

カマドは北壁中央に設置されているが、第3号溝跡

に攪乱され、構造等は把握されていない。壁溝は北壁

西半～西壁～南壁～東壁南半に巡り、輻0.14~0.26

m、深さ0.08mほどである。柱穴・貯蔵穴は検出され

ていない。

遺物は図示したほかに、 須恵器甕•土不片、土師器甕・

杯片が出土している。

第26号住居跡（第94• 65図）

BD55、BE55グリ ッドに位置し、重複する遺構は確

認されていない。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.78m X南北幅

3.16m、主軸方位N-107 . 5°—E を測る。既に床面近

くまで削平され、埋没状況は不明であるが、四辺に沿っ

た溝状の掘形力哨鉗忍された。

カマドは東壁南端に設置され、燃焼部の残欠のみで

構造は明確ではない。柱穴は確認されていない。壁溝
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第97図 F区第29号住居跡・出土遺物
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F区第29号住居跡出土遺物観察表（第97図）

番号 1 器 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色

況； (1. 9) 8.0 WB針 A 灰

2 I 埒； (11.8) (2 4) WBR B 橙

第29号住居跡
1 黒褐色 土黄褐色土粒(2~10mm)・焼士粒(2mm)少蜃
2 暗褐色 土貼り床黄褐色土粒(5~10mm)多景
3 褐 灰色土黄褐色土粒(10mm)多塁
4 黒褐色 土焼土粒(2~5mm)少歪
5 黒褐色土人為的堆積黄褐色士7̀nック(5~30mm)• 

焼土7渭ック(5~20mm)・灰多塁
ヵマド
a 暗褐色土焼土粒(2~8mm)・炭化物多益
b にぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~8mm)・焼士7‘Uック

境下面帯状斜線多塁天井部
c 褐灰色土灰層の炭化物・焼土粒(2~5mm)多量
d 黒褐色土掘形黄褐色土粒(5mm)・焼土粒(2~5mm)少数

B D 

カマト＊

言
口三□□／

2m 

゜
10cm 

調 I残存率 備 考

20 I No. 1南比企産底部周辺ヘラ底部内面擦痕
5 I SJ29 • SK55 

は北東コーナー付近のみ検出されている。貯蔵穴は南

東コーナーに付設され、長径1.10mX短径0.58mX深

さ0.20~0.39mの平面不整形である。中央部には長径

0.93m X短径0.76m X深さ0.21mの乎面楕円形の床

下土壊も認められる。

遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土している。

第27号住居跡（第95• 65図）

BD53・ 54グリッドに位置し、重複する遺構はない。

平面形態は長方形で、規模は主軸長2.53mX東西幅

3.27m X深さ 0.07m、主軸方位N-16°—E を測る。覆

土の堆積状況は、自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置され、残存状態が比較的良

好である。被熱による焼土化力堵fしいが、白色粘土に

よって構築され、器設部も確認されている。壁溝は全

周し、幅0.09~0.27m、深さ0.18~0.26mほどである。

柱穴 ・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・蓋・杯片、土師

器甕・杯片が出土している。

第28号住居跡（第96• 65図）

BD53グリ ッドに位置する。
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第98図 F区第30号住居跡
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平面形態は方形で、規模は主軸長3.08mX南北幅

2. 73m X深さ0.19m、主軸方位N-108°―Eを測る。

覆土の堆積状況は、自然堆積と思われる。

カマドは東壁南よりに設置されている。灰黄褐色土

によって構築され、燃焼部が住居外方に張り出してい

る。柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・士不片、土師器甕・

杯片が出土している。

第29号住居跡（第97• 65図）

BE53グリッドに位置する。第30号住居跡と重複し、

第55号土壊よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.31mX南北幅

2.81m X深さ0.10m、主軸方位N-97.5°-Eを測る。

埋没状況は自然堆積で、住居中央部には焼土ブロック

が広がり、直下には灰層が認められている。

カマドは東壁南端に設置されている。南側の袖部は

第30号住居跡と重複するため明確ではない。燃焼部は

円形に掲り窪められ、煙道部は途中段を形成し、突端

に至る。壁溝は東壁北東コーナー～北壁～西壁～南壁

に巡り、途中南壁中央部は途切れている。幅0.12~

0.20m、深さ0.11~0.14mほどである。柱穴・貯蔵穴

は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第30号住居跡（第98• 65図）

BE53、BF53グリッドに位置する。第29号住居跡と

重複し、第10号掘立柱建物跡よりも古い。

既に床面まで削平された壁溝のみの住居跡で、平面

形態は長方形である。規模は南北長3.42mX東西長

4.33m、南北軸方位N-18°-Wを測る。

壁溝は北壁中央付近を除き全周し、幅0.12~0.22

m、深さ0.04~0.09mほどである。柱穴・貯蔵穴は検

出されていない。カマドは壁溝が途切れる北壁中央に

設置されていた可能性があるが、燃焼部の残欠等も検

出されていない。

遺物は出土していない。

第31号住居跡（第99• 100 • 65図）

BF52・53、BG52グリッドに位置し、第32号住居跡、
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第99図 F区第31• 32号住居跡 第100図 F区第31号住居跡出土遺物
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第31• 32号住居跡
第31号住居跡床下土墟
1 黒褐色土黄褐色土粒(3~8mm)多量 黄褐色

土粒(10~20mm)微量

第32号住居跡
2 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)多塁
3 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)多塁
4 褐灰色土黄褐色土粒(5mm)若干
5 褐灰色土黄褐色土粒(2mm)若干

F区第31号住居跡出土遺物観察表（第100図）

番1号1器士不種 1(:f:)1 ::)1底径 IB：合土 1焼成 1黄： 調 1残：率 備 考

第10号溝跡と重複する。

既に床面まで削平され、掘形のみ力湘t出されている。

平面形態は長方形で、規模は南北長2.84mX東西長

3. 73m、南北軸方位N-lT-Wを測る。

カマド・柱穴・壁溝・貯蔵穴は確認されていない。

中央部には長径1.24m X短径0.94mX深さ0.10m、平

面不整円形の床下士壊が付設されている。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片が出土して

第32号住居跡（第99• 65図）

BF52・ 53、BG52・53グリッドに位置し、第31号住

居跡、第10• 12号溝跡と重複する。

既に床面まで削平された住居跡で、わずかに残る覆

土には多量の炭化物と少量の焼土ブロックが含まれて

いる。壁溝のみ力消出iされ、平面形態は方形である。

規模は東西長5.40m、南北軸方位N-43.5'-Wを測

る。

いる。 壁溝は西壁～南壁～東壁に巡り、幅0.11~0.24m、
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深さ0.04~0.06mほどである。カマド・柱穴・貯蔵穴

は検出されていない。

遺物は出土していない。

第33号住居跡（第101• 65図）

BG52グリッドに位置し、第10・12・14号溝跡と重複

する。

既に床面まで削平されている住居跡で、壁溝のみが

検出されている。平面形態は方形で、規模は南北長

2.27m、南北軸方位N-9°-Wを測る。

壁溝は北壁～東壁～南壁に巡り、幅0.18~0.26m、

深さ0.10~0.12mほどである。北東コーナー付近の覆

土には、炭化物・焼土ブロックが少量含まれている。

カマド・柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示し得ないが、土師器杯片が出土している。

第34号住居跡（第102• 66図）

BH53グリッドに位置する。第59• 60号土壊、第10

号溝跡と重複し、第35号住居跡より新しい。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.52mX東西幅

3.21m X深さ0.09m、主軸方位N-10°-Wを測る。南

東コーナー付近には貼床が施され、埋没状況は自然堆

積である。東半の覆土上層には焼土ブロックが多量に

含まれ、北東コーナー付近では床面直上にも焼土ブ

ロックが堆積している。

カマドは北壁中央に設置されている。袖部は地山を

掘り残し、燃焼部は円形に堀り込まれている。壁溝は

カマド部を除く北壁～東壁～南壁に巡り、南東コー

ナーで途切れている。幅0.18~0.24m、深さ0.14mほ

F区第34号住居跡出土遺物観察表（第103図）

第101図
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どである。柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器蓋・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。また1の須恵器佐波理模倣椀蓋

は口辺部が打ち欠かれ、転用硯として用いられてい

る。

第35号住居跡（第102• 104 • 66図）

BH52 • 53グリッドに位置する。第96号土壊、第26

号井戸跡、第20号溝跡と重複し、第34号住居跡、第 2

号荼毘跡よりも古い。

平面形態は方形である。既に南半部が削平され、規

模は主軸長 (4.04)m、主軸方位N-103°-Eを測る。

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 佐波利椀蓋 (3.5) WB針 B 灰 70 No.16南比企産 転用硯重ね焼きの痕跡

2 芸皿 (17. 7) (2.0) WB針 A 灰 10 南比企産

3 芸皿 (18.9) (1. 7) WB針 A 灰 5 南比企産

4 芸皿 (18.8) (2 0) WB針 A 灰 5 南比企産

5 況； (12.0) (2 9) WB針 A 灰黄 5 南比企産

6 杯 (13.0) (3.3) WB B 灰賀 5 南比企産

7 甕 (19.4) (3.0) BR B 橙 5 

8 甕 (19.8) (11. 8) WB B にぷい橙 15 No.10 • 11 ， 甕 (19.8) (6.6) WB B 橙 5 カマド

10 甕 (20.6) (8.2) WR  B 橙 10 No. 7 • 8 

F区第35号住居跡出土遺物観察表（第104図）

番1号1器土不種 □汀:)I::)1底径 1B：台土 焼成

B 

色

橙

調 残存率

5 

備 考
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第102図 F区第34• 35号住居跡
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第34• 35号住居跡
第34号住居跡

1 暗褐色土 黄褐色土粒(2mm)・炭化物粒(2~5mm)若干
2 黒褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)・焼土粒(2~8mm)少岱
3 灰黄褐色土 貼り床 黄褐色土粒・黄褐色土Tnック(5~10mm)多
第34号住居跡カマド

a 黒褐色土黄褐色土粒(2mm)多忌焼土粒・炭化物粒(3~5mm)若干
b 黒褐色土炭化物粒 ・焼土粒 (2~5mm)多紐灰若干
c 灰黄褐色土掘形黄褐色土粒(2~8mm)多屈

第35号住居跡
4 暗褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少忌
5 暗褐色土黄褐色土粒(2~5mm)多且炭化物粒(2mm)若干
第35号住居跡カマド
d 暗褐色土焼土7"Dック(5~25mm)多量炭化物粒(2~5mm)少員灰混入
e 黒褐色土掘形黄褐色土粒(2~5mm)少塁
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第103図 F区第34号住居跡出土遺物
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第104図 F区第35号住居跡出土遺物
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カマドは東壁中央に設置され、袖部は地山カヰ屈り残

されている。燃焼部には支脚力唄居えられている。壁溝

は北壁～東壁に検出され、幅0.14~0.21m、深さ0.15

mほどである。柱穴・貯蔵穴は確認されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片が出土して

いる。

第36号住居跡（第105• 65図）

BF54、BG54グリッドに位置し、第63・64・67・72・

75号土壊と重複する。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.57mX幅4.54

mX深さ0.08m、主軸方位N-1°—E を測る 。

カマドは北壁中央に設置され、地山を掘り残した袖

部がわずかに残存している。燃焼部には多羅の焼土・

炭化物が堆積している。壁溝は北壁北東コーナー～東

壁に巡り、 幅0.18~0.34m、深さO.llmほどである。

柱穴・貯蔵穴は確認されていない。

遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土している。

第37号住居跡（第106• 65図）

BG55、BH55グリッドに位置し、第74号土壊第21

号井戸跡と重複する。

既に床面付近まで削平され、覆土がわずかに確認さ

れているにすぎない。平面形態は方形で、規模は南北

長3.26mX東西長3.44m、南北軸方位N-7°-Wを

測る。埋没状況は明確ではないが、覆土には若干の灰

色土粒子とブロック状の褐色土が含まれている。

カマド・柱穴．壁溝・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は出上していない。

第38号住居跡（第107• 108 • 65図）

BE54グリッドに位置し、第39号住居跡、第10号掘立

柱建物跡、第69号土壊、第19・44号井戸跡と重複する。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.27mX幅4.98

mX深さ0.20m、主軸方位N-9'-Eを測る。埋没状

況は自然堆積で、床面には貼床が施されている。

カマドは北壁中央東よりに設置され、袖部は地山が

掘り残されている。燃焼部には炭化物・焼土が堆積し、

崩落した天井部には被熱による焼土化もみられる。壁

溝は東壁～南壁に巡り、カマド対面部は途切れている。

幅0.19~0.24m、深さ0.18mほどである。柱穴・貯蔵

穴は検出されていない。
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第105図 F区第36号住居跡
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第107図 F区第38• 39号住居跡
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第38-39号住居跡
1 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒少屋
2 黒褐色土黄褐色上粒多堡
3 暗褐色土 黄褐色土粒多塁
4 暗褐色土土塙覆土黄褐色土粒少蓋

第38号住居跡カマド
a 褐色 土天井部被熱による焼土化一部

b 褐色 土天井部被熱による焼土化一部炭化物少蓋

c 暗褐色土焼土層
d 黒褐色土炭化物層
e 暗褐色土 掘形埋土 黄褐色土Tnック多醤

第39号住居跡カマド
f 黒褐色土燃焼部残痕焼土粒・炭化物粒少塁
g暗褐色土掘形埋土黄褐色土粒多塁

SJ39 SJ39 hマト・
hマト・

冒
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第108図 F区第38号住居跡出土遺物

-三- -

こ

こ
□j/ 
：□□□ /,/  

／ 

7 

至、

:

8

 

＼
 ：
 

「

゜
F区第38号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 器 種 日径 益＂口古向 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 杯 (0. 9) (6.6) WB針 B 灰白 10 カマド南比企産底部全面ヘラ
2 杯 (2.8) 7.2 WB針 A 灰 25 No. 9南比企産底部周辺ヘラ
3 椀 (16.0) 6.0 (8. 7) W針 B 灰 40 No. l南比企産底部全面ヘラ
4 長頸壺 (6 9) WB A 黄灰 5 産地不明
5 杯 12.6 3.6 BR B 橙 90 
6 甕 WB A 灰 No. 8南比企産
7 甕 (18 2) (11 1) BR B 橙 20 No. 5 
8 甕 (20 8) (5. 7) BR B 橙 5 カマド
9 甕 (10.3) 4 2 BR B 橙 30 No. 4 • 6 

遺物は図示したはかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第39号住居跡（第107• 65図）

第40号住居跡（第109• 110 • 65 • 66図）

BG54、BH54グリ ッドに位置し、重複する第42号住

居跡、第24号井戸跡より古く 、第14号溝跡よりも新し

BE54、BF54・55グリッドに位置し、第38号住居跡

と重複する。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.42mX幅3.04

m、主軸方位N-27.5°-Wを測る。埋没状況は明確で

はない。

カマドは北壁中央西よりに設置され、燃焼部力浙卸忍

されている。壁溝は北壁中央～東壁～南壁南東コー

ナーに巡り、幅0.14~0.21m、深さ0.05mほどである。

柱浣：・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は出土していない。

し、

゜
平面形態は長方形で、規模は主軸長2.84mX南北長

4. 76m X深 さ0.30m、主軸方位N-101.5°-Eを測

る。覆土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは東壁中央南よりに設置されているが、 重複

する第24号井戸跡に攪乱されている。壁溝は東壁南半

部を除き全周し、北壁北東コーナー付近で一端途切れ

ている。幅0.15~0.24m、深さ0.31~0.33mほどであ

る。柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・長頸壺．蓋．杯

片、土師器甕・ 杯片、鉄滓が出土している。
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第109図 F区第40• 42号住居跡
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第40• 42号住居跡
第40号住居跡

1 黒褐色土 焼土粒をまばらに覆土中
全体に混入

黄褐色土粒． 7・.nック(20mm

大）少塁

2 黒褐色土黄褐色土粒多塁
3 黒褐色土焼土粒 ・黄褐色土粒少呈
第40号住居跡カマド

a 黒褐色土焼土粒極少忌 黄褐色
土粒混入

b 黒褐色土焼土粒・焼土Tn炒(10mm

大）・炭化物粒極多量

c 黒褐色士黄褐色土粒多塁黄褐色
土7"nック・炭化物粒少堡

第42号住居跡

4 黒褐色土 黄褐色土粒極多晨
焼土粒少塁

B' D' 

SJ40 

第110図 F区第40号住居跡出土遺物
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F区第40号住居跡出土遺物観察表（第110図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸m (1.8) WB  A 灰白 5 湖西産自然釉付着内面擦痕
2 芸皿 (17.8) (2.5) WB針 A 灰 5 南比企産自然釉付着
3 芸"n (18 0) (2. 7) WB針 A 灰 10 No. 4 南比企産
4 況： 12 4 3.6 6.6 WBR針 A 灰 75 No. l南比企産底部糸切離し墨書「大下」
5 杯 (1.3) (8.0) WBR A 灰白 5 南比企産？底部内面擦痕転用硯
6 均； (11.0) (3.4) BR B 橙 20 No. l 
7 杯 12 0 (3.4) BR B 橙 50 No. 5 
8 杯 12.4 3.2 BR B 橙 85 No. 2 ， 杯 (12.8) (2. 9) BR B 橙 30 油煙の付着
10 杯 (12.8) (2 5) B B 橙 30 油煙の付着
1 1 長頸壺 4.4 (11.8) WB針 B 灰 100 No. 3南比企産自然釉付着
12 長頸壺 (4.8) (4.1) WB  A 灰白 湖西産？
13 甕 (27.8) (2.2) WE針 A 灰 No. l南比企産

第111図 F区第41号住居跡・出土遺物
<̀ • 
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試掘トレ万 ＼ 
F区第41号住居跡出土遺物観察表（第111図）

番1号1 器士不種 1 :1:I亡：I底径IB：年土 I }尭成 1橙色 調 1残:率|No.2 

oa・SL v
 

ミ ニ／

゜
10cm 

第41号住居跡
1 黒褐色土 焼土粒をまばらに覆士中全体に混入

黄褐色土粒• Taック(20mm大）少景

゜
2m 

備 考

第42号住居跡（第109• 66図）

BH54グリッドに位置し、重複する第40号住居跡よ

りも古い。

平面形態は方形であるが、南半部が遺構所在確認の

ための試掘トレンチによって削平されている。規模は

東西長3.00mX深さ0.14m、南北軸方位N-9°-E

を測る。覆土の堆積状況は人為的に埋め戻されたもの

と思われる。カマド・柱穴．壁溝・貯蔵穴は検出され

ていない。

遺物は図示し得ないが、須恵器杯、土師器甕・杯片

が出土している。

第41号住居跡（第111• 66図）

BH54・55グリッドに位置する。第5号柵列跡、第168

号井戸跡と重複し、第14号溝跡より新しい。

平面形態は長方形であるが、南半部が遺構所在確認

のための試掘トレンチによって削平されている。規模

は東西長4.40mX深さ 0.07m、南北軸方位N- 4 °—

Eを測る。埋没状況は明確ではない。

壁溝は北西コーナーで確認され、幅0.22~0.24mほ

どである。カマド・柱穴・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、上師器甕・杯片が出土して

いる。
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第112図 F区第43• 44号住居跡
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第113図 F区第44号住居跡出土遺物
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第43• 44号住居跡
第44号住居跡

1 褐灰色土 黄褐色土粒多堡 黄褐色土Tnック(10mm大）少屈

2 黒褐色士 黄褐色土TOック(10mm大）・黄褐色土粒極多岳

3 黒褐色土 黄褐色土粒微忌

第43号住居跡

4 褐灰色土 黄褐色土TDック(10mm大）・焼土粒少覇

5 褐灰色土 黄褐色土粒多景

6 褐灰色土 焼土粒・黄褐色土TDック(10mm大）少呈

゜
2m 

F区第44号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番号 1 器 種 1 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 I 焼成 I 色 調 I残存率 備 考

小型壺 I 10.7 I 11.9 BR B Iにぶい黄褐 I 60 I No 2 • 3 

第43号住居跡（第112• 62図）

BD50 • 51グリッドに位置する。第97• 98 • 485号土

壊と重複し、第44号住居跡、第23号溝跡よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は南北長2.48mX東西長

3.45m X深さ0.06m、主軸方位N-32°-Wを測る。カ

マド・柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土している。

第44号住居跡（第112• 113 • 62図）

BD50・ 51、BE50・51グリッドに位置し、第98・485

号土壊と重複する。第43号住居跡より新しく、第84号

土壊より古い。

平面形態は方形で、規模は南北長3.88mX東西長

3.58m X深さ0.12m、南北軸方位N-32°-Wを測る。

カマド・柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出されていない。
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第114図 F区第45号住居跡 ・出土遺物
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第45号住居跡柱穴
1 黒褐色土 黄褐色土粒少益
2 黒褐色土 黄褐色土粒多量
3 褐灰色土 黄褐色土粒少臣
4 暗褐色土 黄褐色土粒少量
カマ ド

a 褐灰色土 焼土7渭ック(10mm弱）
少呈焼土粒多醤

b 暗褐色土 焼土粒・炭化物
粒少忌

c 黒褐色土 灰色土粒少数

ロ
゜

10cm 
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F区第45号住居跡出土遺物観察表（第114図）

番1号］ 器i不種 1(:f:)I ::I :1:)[]：ヒ針It：成［：色 調 I残存率 備 考

50 I南比企産底部周辺ヘラ下半分にぶい橙

第115図 F区第46号住居跡・出土遺物
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第46号住居跡
1 黒褐色土 黄褐色土7‘Dヅク(10mm大

2 暗褐色土 灰色油卜7 •， 0 ック(1 0mm大 ）

3 黒褐色土 黄褐色土粒多蓋

カマド

彎 a 黒褐色土焼土粒・黄褐色土粒少呈 焼土7̀Dック(10mm弱）若干

恙 b 黒褐色土 焼土7渭ック(10mm弱）・炭化物粒少畳

c 黒褐色士焼土粒 ・黄褐色土粒多塁 焼土7+Dック(20mm弱）少忌

d 黒褐色土焼土粒微品 黄褐色土粒多量

SKl 19 bマト・

言
口

2m 

゜
10cm 

F区第46号住居跡出土遺物観察表（第115図）

番:・I器甕種 1:f:I ::)1底怪Iw::I焼成しt色 調[¥:率INo.l 

備 考

遺物は図示したほかに、須恵器甕片、土師器甕・i不

片が出土している。

第45号住居跡（第114• 62図）

BC50・ 51、BD50• 51グリッドに位置し、重複する

第12号掘立柱建物跡、第21• 22号溝跡よりも古い。

平面形態は方形で、規模は主軸長6.74mX東西幅

6.82m、主軸方位N-37.5°-Wを測る。遺構確認段階

には既に床面が露呈しており、埋没状況は明確ではな

しヽ。

カマドは北壁中央東よりに設置され、燃焼部のみが

検出されている。柱穴は4本で、柱痕力肴忍められる。

壁溝はコーナー付近で途切れながらほぼ全周し、幅

0.14~0.26m、深さ0.08~0.14mほどである。貯蔵穴

は確認されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕片、上師器甕・杯

片が出土している。
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第116図 F区第47号住居跡
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第47号住居跡
1 黒褐色土炭化物粒少益黄褐色土7',0ック(15mm大）多忌
カマド

a 極暗褐色土焼土粒多呈炭化物粒少呈

゜
2m 

第46号住居跡（第115• 58図）

BC46・ 47グリ ッドに位置し、重複する第119号土壊

よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.00mX東西幅

2.56m X深さ0.10m、主軸方位N-54°-Wを測る。覆

土の堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁東端に設置され、支脚力寸居えられてい

る。袖部は土師器甕が芯として用いられ、黄褐色土を

主体とする黒褐色土とわずかな焼土粒を含む褐色土に

よって構築されている。壁溝はカマドに対面する南壁

東半を除き全周し、 幅0.13~0.21m、幅0.09~0.14m

ほどである。柱穴・貯蔵穴は確認されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、土師器甕・杯

片が出土している。

第47号住居跡（第116• 58図）

BE46 • 47、BF46・47グリ ッドに位置し、 重複する

第158号土壕よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長2.57mX東西幅

3.41m X深さ0.08m、主軸方位N-35°-Wを測る。

カマドは北壁中央に設置されている。袖部は地山が

掘り残され、箱形の燃焼部に幅の狭い煙道部が繋がっ

ている。検出されたピットは3本で、いずれも柱穴と
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第117図 F区第48号住居跡・出土遺物
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F区第48号住居跡出土遺物観察表（第117図）

番号 1 器 種 I 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 1 焼成 1 色 調 1残存率 備 考

甕 (3.8) I 4.9 IBR B I橙 10 Iカマド

思われる。壁溝・貯蔵穴は確認されなかった。

遺物は図示し得ないが、須恵器甕・蓋・土和片、土師

器甕・杯片が出土している。

第48号住居跡（第117• 62図）

BF50・51、BG51グリッドに位置し、重複する第17

号掘立柱建物跡、第14号溝跡よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は主軸長2.81mX南北幅

(3.45) m X深さ 0 . 08m 、 主軸方位N-88°—E を測

る。

カマドは東壁中央南よりに設置されているか、第17

号掘立柱建物跡によって攪乱されている。壁溝は北壁

中央～西壁に巡り、カマド対面付近は途切れている。

幅0.14~0.20m、深さ0.08mほどである。柱穴・貯蔵

穴は確認されていない。

遺物は図示したほかに、上師器甕片が出土している。

第49号住居跡（第118• 63図）

BG51・52、BH51グリッドに位置する。第54号住居

跡と重複し、第18号掘立柱建物跡、第17号溝跡よりも

古い。

平面形態は方形であるが、第17号溝跡の攪乱が著し

く、規模は不明である。主軸方位はN-55'-Wを測

る。

カマドは北壁中央に設置され、袖部は地山が掘り残

されている。方形の燃焼部に、幅の狭い煙道部が繋がっ

ている。壁溝は西壁に沿って巡り、幅0.10~0.14m、

深さ0.08~0.15mほどである。貯蔵穴はカマド東側に

付設され、長径0.82mX短径0.38mX深さ0.24mの平

面不整形である。柱穴は検出されていない。

遺物は図示し得ないが、土師器杯片が出土している。

第54号住居跡（第118• 66図）

BH52グリ ッドに位置し、重複する第49号住居跡よ

りも新しい。

平面形態は方形であるが、第17号溝跡の攪乱が著し

く、南西コーナー付近のみ力渇迅iされている。規模は
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第118図 F区第49• 54号住居跡

、くI 

C 

i¥': 、==—‘’,i} i i 

l 

口゚く1111

不明で、カマド・柱穴．壁溝・貯蔵穴も確認されてい

ない。

A 15.80 

カマト・

C
 

C' 

hマト・

D _D' 

｀ 
言冒麟

第49号住居跡
1 灰黄褐色土 黒褐色土粒・黄褐色土粒多蓋
カマド

a 黒褐色土赤色土粒少忌
b 黒褐色土焼土粒微呈

遺物は出土していない。

第50号住居跡（第119• 58 • 59図）

BF46・ 47グリッドに位置し、第75号掘立柱建物跡、

第291号土壊と重複する。

平面形態は方形で、規模は南北長5.43mX東西長

(5.50)m、南北軸方位N-32.5"-Wを測る。遺構確認

段階で既に床面が消失しており、揖形は黄褐色土粒を

多く含む黒褐色土が埋め戻されていた。カマド・柱穴・

壁溝・貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、 須恵器甕片、土師器甕 • ;I:不

片が出上している。

第51号住居跡（第120• 51図）

BC40・ 41、BD40・41グリッドに位置し、第35号掘

立柱建物跡、 第557号土壊と重複する。第24号掘立柱建

物跡よりも新しく、 第49• 51 • 55号溝跡よりも古い。

平面形態は方形で、規模は主軸長3.55mX深さ0.07

m、主軸方位N-30"-Wを測る。東半部は第49号溝跡

によって攪乱され、東西規模は不明である。埋没状況

は明確ではない。

カマドは北壁に設置され、袖部は地山が掘り残され

ている。柱穴位置に浅いピットが検出されているが、

柱穴とは判断しきれない。壁溝・貯蔵穴は検出されて

いない。

゜
2m 

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、土師器甕・杯

片が出土している。

第52号住居跡（第121• 51図）

BC40グリッドに位置し、重複する第23・24号掘立柱

建物跡、第53号溝跡よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は主軸長3.44mX幅3.73

mX深さ0.19m、主軸方位N-52.5°-Eを測る。埋没

状況は自然堆積で、覆土はしまりもよく、黄褐色土ブ

ロックを若干含む黒褐色土を主体とした層である。

カマドは東壁中央に設置され、袖部は造り付けられ

ている。壁溝は北壁・南壁の一部に巡り、幅0.10~

0.22m、深さ0.18~0.20mほどである。貯蔵穴は南東
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第119図 F区第50号住居跡・出土遺物
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F区第50号住居跡出土遺物観察表（第119図）

釆臼方ロ 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸m (2.0) WB A 灰 10 秋間産（胎土分析29)

2 杯 (12 0) (2.6) WB B 橙 5 

3 杯 (12.0) (2.6) BR B 黄褐 5 

4 ヶ皿＝士；• (11 0) (5.9) WB A 灰白 10 秋間 or湖西産外面自然釉付着

5 台付甕 14 4 (4 0) B B にぶい橙 10 

コーナーに付設され、長径0.62mX短径0.53mX深

さ0.14mの平面円形である。柱穴は検出されていな

しヽ。

遺物は図示したほかに、須恵器甕•土不片、土師器甕・

杯片が出土している。

第53号住居跡（第122• 51図）

BC39グリッドに位置し、第190号土壊、第50号溝跡

と重複する。
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F区第51号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 1 器 種 1 日径 1 器高 1 底径 1 胎士 1 焼成 1 色 調 1残存率 備 考

椀 (17.2) I (4.2) WB針 I A I灰 5 I南比企産

F区第52号住居跡出土遺物観察表（第121図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 蓋 (15.8) (1.8) WB針 A 灰 5 南比企産
2 均； 11. 9 3.5 6.1 WB針 A 灰 75 No. 6南比企産底部糸切離し
3 均； 12 5 3.3 6.3 WR針 A 灰 90 No. 2南比企産底部糸切離し
4 杯 11. 9 3.1 6.5 WB A 灰 75 No. 4産地不明（胎土分析30)底部糸切離し
5 杯 12 0 3.3 6 1 WB針 A 灰 90 No. 5南比企産底部糸切離し
6 杯 (12.0) (3.0) WB針 A 灰 10 末野産
7 杯 (11.8) (3.3) WB B にぶい賀橙 10 
8 均； (12. 7) (3 1) WB B にぶい黄橙 10 ， 台付甕 2.5 10.5 WB B 橙 10 No. l 
10 甕 (21.0) (18.4) BR B 暗褐 30 No. 3 
11 甕 (9.8) 4.3 BR B 暗褐 20 カマドNo.3 
12 甕 WB A 灰 南比企産？内外面自然釉付着
13 土玉 WR B 灰貿 径2.2X孔径05X重さ11.9g 

平面形態は方形であるが、西半が第50号溝跡、北東

半が第190号土壊に攪乱され、規模は不明である。南北

軸方位はN-32°-Wを測る。カマ ド・柱穴・壁溝・貯

蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器杯片、土師器甕・:f:不

片が出土している。

第55号住居跡（第123• 46図）

AZ34、BA34グリッドに位置し、第202号住居跡と

重複する。

平面形態は方形で、規模は主軸長4.12mX幅4.44

mX深さ0.20m、主軸方位N-126'-Wを測る。

カマドは西壁中央に残欠のみが確認され、構造は把

-116-



第121図 F区第52号住居跡・出土遺物
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4 黒褐色土黄褐色土粒多忌

貯蔵穴

5 黒褐色土貯蔵穴覆土焼土粒 ・炭化物粒・炭化物

Toック(10mm大）多忌

6 貯蔵穴覆土 焼土粒．灰色洲卜粒少塁

カマド

a 褐色 土焼土粒微盈天井の崩落？

b 褐灰色土焼土粒・炭化物粒多益・焼土Tn沙(10mm大）少岳

c 黒褐色土灰色粒微量
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第122図 F区第53号住居跡 ・出土遺物
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第53号住居跡
1 暗褐色土黒色土粒少量焼土粒微溢

゜
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第123図 F区第55号住居跡 ・出土遺物
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第55号住居跡
1 黒褐色土黄褐色土粒多塁焼土粒混入炭化物粒少塁
2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7"0ック(15mm大）多益・焼土粒微忌
3 黒褐色土焼土粒微量
4 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土粒多呈 7，，〇ック状に堆積
5 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土7"0ック多益 黄褐色土粒少益
カマド

a 黒褐色土 焼土粒 ・黄褐色土7"0ック(10mm大）少益

゜
2m 
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F区第53号住居跡出土遺物観察表（第122図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 杯 (14.0) (2. 7) W針 A 灰 5 南比企産

2 均； (11 8) (3.6) WB  B 橙 20 

3 杯 (11. 7) (2. 7) WB  B にぶい黄橙 10 

4 況； (13 2) (2.4) BR A 橙 5 赤彩

F区第55号住居跡出土遺物観察表（第123図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸am. (18.0) (1.2) W針 A 灰 5 南比企産自然釉付着

2 杯 03.0) (3.4) WB針 A 灰 10 南比企産

3 杯 (14.2) (4.0) (9.9) WBR針 A 灰 10 南比企産

4 椀 (2. 1) (10.6) WB針 A にぶい褐 30 南比企産底部全面ヘラ

5 長頸壺 (5.0) WB A 灰 5 湖西 or秋問産？ 自然釉付着

F区第56号住居跡出土遺物観察表（第125図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸m (2.5) WB A 灰白 40 No. l 金井産？ （胎上分析31)

2 芸＂＂ (3.1) WB C 灰オリープ色 70 No. 2 末野産

3 芸皿 (16.8) (1. 7) WB A 灰白 5 P2 湖西産外面自然釉付着

4 j:不 (13 3) 3.9 (8.3) WB針 A 灰 30 南比企産

5 杯 (13 1) 3.0 (9 8) W針 B 灰 20 No.17南比企産底部周辺ヘラ

6 均； (15.0) (3.3) WB針 B 灰 5 南比企産

7 況； (16 3) (4.3) WBR針 B 灰 10 南比企産

8 況； (16 2) (4 2) WB針 A 灰白 10 No.28南比企産， 椀 (16. 0) (3 3) WB  A 灰 5 カマド南比企産

10 況； (11.8) (3.4) WB  B 橙 25 

11 坪 (11.6) 3.3 BR B にぶい橙 50 No. 3 

12 況； (11.8) (3.3) WBR B 橙 25 

13 杯 (11. 6) (3. 7) WB B 橙 20 

14 杯 (11. 8) (3.3) BR B 橙 20 No.25 

15 杯 12.2 3.1 WB B 橙 50 No.27 

16 杯 (12 9) 3.5 B B にぶい橙 20 No.41 

17 杯 (12 8) (3.0) WB B にぶい橙 20 No.13 

18 況； (12 6) (3. 7) BR B 暗褐 25 No.10 

19 況； (14, l) (3. 7) BR B 橙 15 No. l 

20 況； (14 0) 3 3 BR B 橙 30 No. 4 • 8 

21 均； (14. 0) (3.1) WB  B 暗褐 30 No.46 • 47 

22 盤 (16.8) (3.3) WB B 橙 15 No.33 

23 盤 (19.4) (2.9) BR B 橙 15 

24 杯 14.2 4.7 BR B 橙 60 No.20 • 48 

25 小型甕 (13.0) (4. 9) WR  B にぶい橙 10 

26 宰-±- (17 2) (2.1) WB  A 灰 5 湖西産

27 甕 (24. 2) (2 6) WB  B 灰 5 群馬産自然釉付着

28 鉢 (19. 6) (7.5) BR B 橙 25 No.15 

29 台付甕 (15. 2) (13.4) BR B 橙 30 No.32 

30 甕 22.1 (15.3) WB B にぷい橙 35 No.45 

31 甑 (19.6) (6.0) WB B 暗褐 10 No.37 

32 甕 (18. 7) (6.0) WB B にぶい黄褐 5 No.18 

33 甕 (8.6) (8.0) WR  B 橙 10 No.43木葉痕

34 釘 No.16長さ3.45X幅06X厚さ03X重さ3.2g 

握されていない。柱穴．壁溝・貯蔵穴は検出されてい 第56号住居跡（第124• 125 • 46図）

ない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・蓋．j:不片、土師

器甕．j:和片が出土している。

BA33・34、BB34グリッドに位置し、重複する第57

号住居跡よりも古い。

平面形態は方形で、規模は主軸長4.40mX幅4.52
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第124図 F区第56号住居跡
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第56号住居跡
D' 1 黒褐色土焼土粒 ・黄褐色土粒少堡 炭化物粒微塁

2 黒褐色土 焼土粒・炭化物7湘ック(10mm大）・炭化物粒多量

3 暗褐色土黄褐色土粒極多塁崩落土？
4 黒褐色土 黄褐色土粒

5 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒・黄褐色土7̀nック(10mm大）少蓋
6 黒褐色土 黄褐色土粒微塁焼土粒少最
7 黒褐色土 黄褐色土粒

柱穴

8 黒褐色土 黄褐色土粒極多蓋焼土粒・焼土7中0ック(10mm大）少呈
9 黒褐色土黄褐色土粒少堡

E 10黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒(10mm大）少塁
11暗褐色土 黒褐色土粒 • Tnック(10mm大）少最 黄褐色土粒極多量
カマド

a 黒褐色土焼土混入

b 暗褐色土焼土混入天井の崩落土？

c 褐灰色土灰多蓋炭化物7湘沙(10mm大）少塁
d 黒褐色土焼土微星炭化物粒少呈

゜
2m 

mX深さ0.22m、主軸方位N-33°-Wを測る。覆土の

堆積状況は自然堆積と思われる。

カマドは北壁中央に設置されている。袖部は造り付

けられ、芯材に土師器甕が用いられている。柱穴は4

本である。柱は抜き取られているが、柱掘形には暗褐

色土が充填されている。壁溝は全周し、幅0.15~0.32

m、深さ0.26~0.34mほどである。貯蔵穴は検出され

ていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・蓋・士不片、土師

器甕・杯片が出土している。

第57号住居跡（第126• 46図）

BA33・34、BB34グリッドに位置し、第56号住居跡

よりも新しい。西半は重複する第62号溝跡によって攪

乱されている。

乎面形態は方形で、規模は主軸長3.69mX深さ0.17

m、主軸方位N-39°-Wを測る。埋没状況は自然堆積
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第125図 F区第56号住居跡出土遺物
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第126図 F区第57号住居跡・出土遺物
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第57号住居跡
l 灰黄褐色土黄褐色土粒微旦
2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少旦灰色シルトTnック(10mm大）微景
3 黒褐色土黄褐色土粒極多塁焼土粒 ・炭化物粒微忌
4 暗褐色土黄褐色土粒多呈
柱穴

5 暗褐色土焼土粒・炭化物粒少畳
カマド
a 灰黄褐色土炭化物微塁黄褐色土粒少忌
b ［ぶI黄褐色土 焼土粒 ・Tnック多塁 炭化物少塁 ゜

2m 

F区第57号住居跡出土遺物観察表（第126図）

口l 般…マ

日径 1 器高 1 底径 1 胎土

(16.8) I (3.3) I IWBR 竺B 橙 こ 10 

備 考

で、覆土は黒褐色土でしまりがよい。

カマドは北壁中央に掘形のみ力吼匝忍されている。検

出された2本のピットは柱穴と思われるが、浅い。壁

溝は北壁北東コーナー～東壁～南壁中央付近に巡り、

幅0.10~0.20m、深さ0.14~0.22mほどである。貯蔵

穴は付設されていない。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第58•59•62号住居跡（第127 • 128 • 46図）

BA33・34グリッドに位置する。第56号住居跡、第240

号土壊と重複し、東半部は第62号溝跡によって攪乱さ

れている。 3軒の住居跡の新旧関係は、第58号住居跡

（新） ←第59号住居跡←第62号住居跡（旧）の順であ

る。

第58号住居跡の平面形態は方形で、規模は主軸長

4. 70m X深さ0.18m、主軸方位N-0°-Eを測る。埋

没状況は自然堆積である。カマドは北壁中央に設置さ

れ、煙道部は幅が広く長い。柱穴は2本検出されてい

る。壁溝は南壁カマド対面付近にのみ認められ、幅

0.18m、深さ0.10mほどである。貯蔵穴は確認されて

いない。遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土

師器甕．杯片が出土している。
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